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くすりのなまえ　
第９回　 抗悪性腫瘍薬
　抗悪性腫瘍薬は開発が盛んで、様々な効果を持った薬が現在も開発されています。抗悪性腫瘍薬の名前で有名なのは「タキソール」と「タキソテール」が似ているということでしょう。これらの名前の由来はというと、
タキソール（パクリタキセル）：イチイの学名であるTaxusに由来

タキソテール（ドセタキセル）：イチイの学名であるTaxusと、化合物の一部ter-ブチルカルバメートに由来

タキソールとタキソテールはタキサン系の抗悪性腫瘍薬で、どちらもイチイ科の植物から合成されているために、同じような名前が付けられています。それぞれの添付文書上の標準投与量は、

タキソール：1回210mg/m2投与2～3週間の休薬（卵巣癌、子宮体癌、胃癌、非小細胞肺癌、乳癌）
週1回100mg/m2投与を6週連続し、少なくとも2週休薬（乳癌）

タキソテール：1回60～70mg/m2投与2～3週間の休薬
　見てわかるとおり、タキソールとタキソテールの投与量は、タキソールがタキソテールの3倍量を投与する方法になっています。このため、タキソールを投与するところを誤ってタキソテールを投与してしまうと、過量投与になってしまいます。ただでさえ抗悪性腫瘍薬は作用が強く副作用の多い薬なので、過量投与は重大な副作用を引き起こす可能性が大きいですね。タキソールとタキソテールの投与間違いにより死亡に至った例も報告されています。
　名前が似ている2つの薬なのですが、製薬メーカーも取り間違え防止のための対策として、ラベルに商品名であるタキソールやタキソテールよりも一般名のパクリタキセル・ドセタキセルを大きく表示するような工夫もされています。
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ラベルだけでは、処方間違いなどは防げません、そのためレジメンの活用や、一般名を用いた処方、処方・調剤・投与時のダブルチェックが重要となってきます。

次回は、湿布薬の予定です。

薬剤師　樋口 昇大　
コーヒーブレイク











